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　　　　　　　　　　　　　　　　　ソトスしスタディ
　ニコル（1）も指摘しているように，一般的に素材研究のもつ意義の一つは，それによ

って劇作家の芸術の在り方を探求できることであり，劇作の方法をある程度明らかに

することができることであろう。シェイクスピアの場合も，大部分の作品の背後には，

作者が下敷にしたと考えられる幾種類もの典拠が存在しており（2），それとの比較を通

して作家の作劇術，ひいては生成された作品に対する作者の責任の負い方が少なから

ず明らかとなるだろう（3）。即ち，演劇の原理的要素を内包する劇の成立過程を，ソー

ス→作者（シェイクスピァ）→劇作品→劇揚（俳優）→観客と措定するならば，ソー

スとの比較は図式の前半にあたる作品の生成過程をみる作業となり，作者に密着して

作劇の跡を辿る作業ということになろう。

　だが，作品とソースの比較と一口に言ってもそれ程単純ではない。第一に，比較を

真の意味での比較にするためには，まず，その種本をシェイクスピアが直接使用した

ことが明白である必要がある。そしてそれが作品の全篇に亘って比較され’て初めて作

者の作品全体に対する明示的態度が浮かび上ってくると思われるのである。従って，

作品とソースとの絶対的かつ全篇的な比較を可能にするこの二つの条件を充たすもの

として，主典拠（4）の重みと形態的に劇を構成する最小単位としての対話関係をそれぞ

れ考えたいのである。

　そこで，主典拠の意味をまず考えてみよう（5）。シェイクスビアは主典拠に作品の枠

組を求め，それを基礎にして劇を構成する。そして次に彼はそれを離れて他のソース

に材料を求めるか，或は純然たる創作部分を加えるかのいずれかとなる。そのとき主

典拠は，シェイクスピアが他の素材を用いようとして離れるときにどのような意味を

もつであろうか。主典拠のr主」の意味を改めて問い直してみたいのである。別様に
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言えば，劇作家は，メインソースを逸脱するときに何らかの動機を感じているだろう

かということになる。即ち，劇作家は主典拠を離れて他のソースに依存するか創造部

分を付加するかのどちらかになるわけだが，そのとき何の動機もなく離れることがあ

るだろうか。それ’は，劇作家の揚合，いわゆる芸術家の感ずるような創造的動機と考

えられ，従って，劇作家が主典拠を離れるのは彼が内的創造的動機を主典拠内で充足

できないためであると考える方が自然であろう。シェイクスビァが主典拠から離れた

とき，即ちメインソース内に作品と一致する内容を発見できない揚合，彼の離脱の結

果は，彼の内的創造精神の発動によるものとみなすことが可能になり，従って我々に

残された課題は，その離脱の結果を分析しその解釈を通じて，シェイクスピァが主典

拠を逸脱した理由を探求することになるのである。従って，シェイクスピァの創作意

図を究明しようとするとき，彼が主典拠を離れる瞬間は離れた結果同様重要であり，

離れてどの素材に向ったかは，この揚合一応別問題となるのである。

　次に対話関係について考えてみよう。一般的に，戯曲は，通常対話，場所の指定，

人物の登退場及び動作の指示が原型となって成り立っているが，このことから，登揚

人物間の対話というものを，形態的に劇を構成する最小単位の要素として考えること

ができるであろう（6）。そして，シェイクスピア劇に，台詞及びその受け渡しである対

話，その持続したものとしての人物関係のない劇はないのである。従って，対話形式

を形態的に全篇に亘り調査し，そこから次に生まれてくる人物関係の内容を吟味する

手順へと進むことになるだろう。そしてそれが人物間の人間関係を規定する材料とな

るのである。一人物が舞台上で最初から最後まで台詞を述ぺなければ他の登揚人物と

人間関係を結ぶことはできない。もし仮にその人物が他の人物に話しかけ，返答があ

れば対話関係が生まれ，更にその関係が進展することにより中味としての人間関係が

生まれ，てくることになる。又，二人の登揚人物間の対話関係はそれ自身増大してゆく。

即ち一人の人物が複数の他の人物と対話関係を維持し，それが人間関係を規定するな

らぱ，一人物が複式人間関係をもつことになるからである。このように，舞台上の人

物は恰も自分の意志で人間関係を増殖させるようにみえるが，この人間関係を支える

対話関係も，又対話関係を支える台詞も，当然のことながらシェイクスピアによって

創り出されたものであり，従って劇作家は，台詞，対話関係，人間関係の全てに責任を

負っているといえよう。仮にシェイクスピアが舞台上にある人物を創造し，その人物

と他の人物との間に対話関係を結ばせるならば，そこから生まれる人間関係はシェイ

クスピアの創造となり，又もしもシェイクスピアが主典拠にない人物関係を創造すれ

ばそれも又シェイクスピアの創造になる。従って，シェイクスピァが舞台上に，歴史
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上であれ，架空であれ人物を創造する意図は，創造された人物との人間関係の全てが

シェイクスピァの創造となるために，人間関係創造の意図に含まれ，あとはその意図

を探求することが課題として残るだけとなる。即ちある人物をなぜ創造したかを問う

よりも，ある人物を創造して他の人物と人間関係を結ばせるとき，その関係を創造し

た理由を問うことの方がより本質的であるというわけである。従って，対話関係は戯

曲の原理に立脚し，形態的に劇を構成する最小単位の要素であると同時に，作者の劇

作意図を基本的に担うものであると考えられるのであり，作品と素材の絶対的かつ全

篇的比較を行うために，作品内の対話関係と主典拠内の人物関係とをまず形態的に比

較して主典拠にない対話関係を抽出し，次にそれの織りなす人物関係の内容を，作者

シェイクスピァの創作意図をしのばせた材料として考察の対象としたいのである。そ

こでこの方法に従い，シェイクスピアの四大悲劇の一つである0伽JJo（7）と，その主

典拠であるイタリアの小説家・詩人Giraldi　Cinthio（1504－73）が1565年に世に出

したThβHθoα’o窺雁’扉の第三巻第七話との比較考量を行い，オセ・一の悲劇を作

者はどのように創作しようとしているのかを考えてみたい。

2

　シェィクスピァとチンティオの相違点を洗い出す前に，

を追ってみることにしよう（8）。

ひと通り『百物語』の粗筋

　両親の必死の反対にも拘らずMoorと結婚したDisdemonaは，キプ・ス駐屯

軍の異動で大公により指揮官に任命された夫ムーアに同行し，平穏な航海の末，無

事キプ・スに到着する。ムーアのお気に入りで，邪悪な心を立派な外見で隠した旗

手（Ensign）も妻とともに同道する。一方部隊のCaptainもムーアに深く愛され

ている。ある時，旗手はディスデモナに横恋慕したが無視され逆に彼女を恨むよう

になり，冷淡なのは彼女がキャプテンに好意を抱いているからだと考え，キャプテ

ン殺害の機会と，ムーアの愛情を彼女から引き離すための時機の到来とを待ってい

る。たまたまキャプテンが衛兵の一人を剣で叩く刃傷事件がおこり，彼はそのまま

ムーアによって免職となったが，その知らせに深く悲しんだディスデモナが執拗に

復職を迫るので止むなく認めてしまいそうだ，とMoorが旗手に相談したところ，

旗手はキャプテン復職をディスデモナが熱心に頼むのにはわけがあると言い，ムー

アを憂響な気分にさせる・ムーアは更に教えるよう旗手に迫るが，旗手は気の進ま
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ぬことだが真実を述べると言って，キャプテンがムーアの不興を買ったために彼が

家を訪れなくなり，彼と会う楽しみがなくなったから彼女は悲しんでいるなどと言

う。旗手の言葉を全く真実であると信じて疑わないムーアは，更に聞き出そうとし

て旗手を脅し，その言葉を自分の目で確かめたい，それができないなら妻を中傷す

るその舌を抜くとまで言う。そこで旗手は，ディスデモナが家を訪問する際にしば

しば持参する結婚記念の刺繍入リハンカチに目を付け，自分の娘を抱いているディ

スデモナから素早く盗みキャプテンの寝台の枕許に置く。しかし不審に思ったキャ

プテンがそれをディスデモナに返そうとするができず，かえってムーアの疑心を深

めるだけに終る。事件を聞いた旗手は自分とキャプテンの話し合いをムーアに目撃

させ，ハンカチはムーアの不在中にディスデモナからもらったものとのキャプテン

の言葉を旗手はムーアに伝える。そこでムーアはディスデモナがハンカチを紛失し

ていることを直接確認し，遂に彼は妻とキャプテンの殺害を考えるに至る。更にム

ーアはキャプテンの手許にハンカチがあるのを目撃させてくれるよう旗手に依頼し，

頼まれた旗手はキャプテンの妻が窓辺でそのハンカチの刺繍を真似て制作している

姿をムーアに見せムーアは最終的に妻の罪を確信するに至る。そこでムーアはキャ

プテン暗殺を旗手に説得し，しぶしぶ承諾した旗手は，暗夜キャプテンを襲い右足

に重傷を負わせるが，この知らせがディスデモナの耳に入ると彼女は悲しんで更に

夫の疑心を深めることになる。彼は旗手を捜して妻の狂乱状態を伝え，二人で妻の

暗殺方法を研究するが，結局，砂詰ストソキングで彼女を殴打し，ベッドに移した

後，亀裂の入った古天井を引き落として事故死に見せかけることに成功する。しか

しムーアはその後理性を失くした者のようになり，悲しみの余り家中を索し回り，

人生の全ての喜びを失ったのは旗手が原因だと考え，旗手に憎悪を抱き免職し追放

したので，両者の間に敵意が生まれ，ヴェニスに帰った旗手はキャプテンを唆して，

闇討のかどでムーアを告発しムーアは逮捕されヴェニスヘ連行されたが，罪を否定

し自白もしなかったため死を免れたものの，釈放後ディスデモナの親族に殺され，る。

一方，旗手も別件での拷問のために身体を痛め，その後悲惨な死を遂げる一以上

が旗手の死後，その妻が語ったものである。

　チンティオの原話の粗筋はこのようなものだが，末尾の一覧表（9）にみられるように，

そこに読み取れる人物間の関係と，シェイクスピアの作品に登揚する人物間の関係を

全篇に亘って比較すると（10），まず創造された人物のRoderigo，Montano．Lodovico，

Gratianoと他の登揚人物との人間関係がつくられる揚合，Oth・一EmiL関係のように，
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チンティオ，シェイクスピァともに人物としては登場するが，チンティオにはみられ

ない人間関係が創造される揚合，及びIago－Des・関係のように，チンティオ，シェ

イクスピアともに人間関係が存在するが，その関係の内容に相違がみられる揚合，と

がある。そこでチンティオとは異リシェイクスピアが創り出したり変更を加えたりし

た人物関係を筋書の進展に従って整理すると，（i）創造されたRod、一lago関係は，

「オセローを憎むイアーゴーの悪の動機の明示，オセローとデズデモウナの秘密結婚

の発覚」を構成し，創造されたDuke－Bra・，Bra・一〇th・，Des・一Duke及ぴ，変更され

たDes・一Bra・，Duke－Oth・関係はrオセ・一とデズデモウナの結婚，及び，トルコ

艦隊来襲に備えてのキプロス行」を構成し，（ii）創造されたMon，一lago，Mon，一Cas．

Mon，一〇th．，Iago－Rod、，Cas。一Rod・関係，及び変更されたIago－Cas・関係は，「暴風

雨，トルコ艦隊全滅，オセ・一キプ・ス上陸，キャシオー免職事件」を構成し，（iii）

変更されたIago－Cas・・Iago－Emil・，Cas・一Des・関係は，rキャシオー復職運動」を構

成し，（iv）変更されたIago－Oth・，Oth・一Des・，Iago－EmiL，Cas・一Emil・関係は，rハ

ンカチ紛失事件」を構成し，（v）創造されたIago－Rod・関係は，rキャシオー暗殺計

画実行」を構成し，（vi）創造されたOth．一EmiL，Lod，一〇th。，Lod，一lago，Gra．一lago，

Gra・一〇th，関係，及び変更されたIago－Emi1・関係は，rデズデモウナの死，イァー

ゴーの陰謀発覚，オセローの死」を構成していることがわかる。そこで（i）～（vi）に

ついてそれぞれ吟味してみよう。

　（i）　劇は，Rod・一lagoの創造対話関係（1）で幕をあける。この関係で作者は，自

分を副官に登用しなかったオセ・一を憎み（11），かつ，主人に対する忠義な部下は偽

りの姿「‘I　am　notwhatIam，”という自己規定を行い，又・ダリーゴーを誘ってブ

ラバンショーを怒らせ（11）～（15），オセ・一とデズデモウナの秘密結婚を暴露した

後，ブラバンショーに姿を見られないよう（12）オセローの許へ戻るイアーゴーを創造す

る（17）。チンティオの旗手もムーアに対し邪悪な性格を忠義で包み隠している点は同

様だが，前述した通りオセ・一とデズデモウナの結婚が父親も知らなかった秘密結婚

であるというのはシェイクスピアの創造であって，そこから娘の不在を知り“0，she

deceivesme／Pastthought！”（24）と嘆くブラバンショーを創造している。更にシェ

イクスピァはたとえ現実におこった事件であっても（13）チンティオにみえないキプ・

ス戦争を挿入し，イアーゴーの口を通してオセ・一の軍人としての能力の発揮をヴェ

ニスが大いに期待していることを描き（17），キャシオーの口を通して1オセ・一を

迎えるため三組の捜索隊が元老院から繰り出される程彼が極めて必要とされているこ

とを創造する（35）のである。チンティオでは，キプ・ス駐屯軍の人事異動でムーア
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が指揮官に任命されたとあるが，シェイクスピアはトルコ艦隊がキプ・スを攻撃する

という緊急事態をつくり出して，それ故にオセ・一が元老院に呼び出されるというこ

とを創造している。その意図は一体何であろうか。ところで，オセ・一を捜しに・ダ

リーゴーを案内役として夜の町に出たブラバンショー達はオセローと出会いすぐに刀

を抜こうとしてオセ・一に制止される（44）。その時，イアーゴーは・ダリーゴーと

対決する（43）が，彼はその前にロダリーゴーの悪口に立腹し殺すところだったと述

べてオセ・一に自らの忠実を示そうとする（34）わけだが，そのイアーゴーは，・ダ

リーゴーと共謀してBrabantio－Othelloの対決を引きおこしたわけであるから，それ

は相通じていることをオセ・一に感知されまいとする・ダリーゴーへの敵対行動と

言えるであろう。このようにシェイクスピアは，チンティオを変更して，オセ・一と

デズデモウナの結婚を父親ブラバンショーが知らないことにし，チンティオにない

Iago－Rod・関係によってBrabantio－Othelloの敵対関係を創造し，元老院での裁き

へと創造を継続してゆくのである・その揚面で，娘が父親を騙すとは夢想もしないブ

ラバンショーは，デズデモウナとオセ・一が相思相愛の仲であると知って悲嘆にくれ

つつその結婚を結局のところ認める（83）のだが，最後にオセ・一に向い，“Look　to

her，Moor，if　thou　hast　eyes　to　see：She　has　deceived　her　father，and　may　thee，”

（100）と述ぺていずれはオセ・一の身にもと警告を発する。シェイクスピアはチンテ

ィオを改変して最終的にデズデモウナに欺かれるかもしれないという後々の筋書への

伏線を考案し，果してオセ・一の耳に注がれるイアーゴーの言葉“She　did　deceive

her　father，maπying　you，／An（i　when　she　seemed　to　shakeρand　fear　your　looks7／

She　Ioved　them　most．” 209）へと創作を続けて行くことになる。従って，秘密結

婚とはブラバンショーに対して秘密となるようにシェイクスピアはチンティオを変更

し，それによって父親の目を欺いたデズデモウナがオセローをも次にというブラバン

ショーの警告を創造することを意図したと言えようし，究極的には，それによってイ

アーゴーの毒がオセローに効果をあらわすよう意図したと言えるだろう。

　次にDuke（大公）と他の人物との創造対話関係を考察してみよう・シェイクスピ

アは前に述ぺた通り，チンティオを離れてトルコ艦隊のキプ・ス来襲を創造し，その

ために緊急に元老院での会議を招集するヴェニス大公と，三組の捜索隊にみえる程ヴ

ェニスが今必要とするオセ・一を創り出し，オセ・一とブラバンショーが登揚すると，

ブラバンショーには気付かずに，オセ・一に向っていきなり，“Valiant　Othello，we

must　straight　employ　you／AgainstthegeneralenemyOttoman・”（61）と出陣を要

請し，デズデモウナとの結婚に至るオセ・一の話に，“I　think　this　tale　would　win
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my　daughter，” 78）と賛意を表明してオセロー寄りの姿勢を持し，キプ・スに揃っ

て同行したいと願うデズデモウナとオセ・一に，“Beitas　you　shall　privately　de－

termine，／Either　for　her　stay　or　going：the　aHair　cries　haste，／And　speed　must　answer

it，” 96）と答えて，デズデモウナのキプ・ス行きを全てオセ・一の一存に委ねる大

公を創造する・そしてその結果としてシェイクスピアは，ヴェニスとは無関係に自ら

の意志と責任に於てデズデモウナ，イアーゴー，エミリアをキプ・スに同行するオセ

・一を創造し，トルコ艦隊をキプ・スで迎え撃つ任務のみを彼に与える大公を創造す

るのである。それは一体どのような創造的意図に基づくのであろうか。嵐によるトル

コ軍全滅の内容である（ii）との関連で考察しなければならないが，その一方でシェイ

クスピアは，イアーゴーの独白を創造し，その中で，犀‘I　hate　the　Moorl／And　it　is

thought　abroad，thaゼtwixt　my　sheets／He　has　done　my　ofnce：I　know　not　if’t

be　true；／But　I，for　mere　suspicion　in　that　kindン／Will　do　as　if　for　surety，”（104）

と彼に言わせて，イアーゴーがオセ・一を憎悪する新たな理由を明示し，更にキャシ

オーを免職させてその地位を奪い，オセ・一の耳にキャシオーとデズデモウナの親轡

さを捏造して注入する計画を語らせているが，チンティオでは，旗手の妻とムーアの

間にそのような関係はみえず，従ってシェイクスピアはイアーゴーの疑心を創造し，

それを更に独白：“Now，I　do　Iove　her　too，……／But　partly　led　to　diet　my　revenge，／

For　that　I　do　suspect　the　lusty・Moor／Hath　leap’d　into　my　seat：／And　nothing

can　or　shall　content　my　soul／Till　I　am　even’d　with　his，wife　for　wi｛e，／0r　failing

so，yet　that　I　put　the　Moor／At　least　into　a　jealousy　so　strong／That　judgement

camot　cure・” 140）へと繋げ，のちにエミリアが否定することになるが，彼女とオ

セ・一の過去の関係を疑い，復讐を明言するイアーゴーを創造するのである（14）。妻

の交換は不可能としても，少くともオセ・一を嫉妬で苦しめるために・ダリーゴーを

利用し，キャシオーとデズデモウナの仲について識言をオセ・一の耳に入れ・ようと言

うのである。既に述ぺたように，チンティオは，Emilia－Othello関係に相当する人物

関係は描いておらず，まして旗手の憎悪の対象はムーアではなくディスデモナであり，

ロダリーゴーも登場しないわけであるから，シェイクスピアはDisdemona－Captain

関係を旗手が捏造することだけをチンティオと共通して残し他を全て創造することに

より，ここでオセローに対して復讐心を抱くイアーゴーを創造しようと意図している

と言えよう。

　（ii）第二幕になるとモンターノーが登揚する。彼は大公の言う有能な仮総督であ

るが，チンティオの記述に登場しない人物であり，従ってシェイクスピアが創造した



　60　言語文化No．21

人物となる。その創造的意図は何だったのだろうか。モンターノーと有力者達は嵐で

トルコ艦隊が散り散りになったろうと語り合っている（105）が，彼らの関心は，事前

に知らされているトルコ艦隊来襲に注がれており，彼らはオセ・一らの来島をまだ知

らないのである（15）。それは，創造人物のモンターノーをはじめとする彼らがこの揚

面でオセ・一一行の安否に少しの懸念もみせず，トルコ艦隊にのみ心を奪われている

ところから引き出されるのであるが，更にその後，キャシオー到着の報告を受けて，

“How！is　this　true～”（107）と驚き，その知らせの後で不安に駆られオセ・一の無事

を祈ることからも明らかであり，かつての部下であったことでオセローの人柄は知っ

ていても，結婚して妻がいることも知らず，イアーゴーをも知らないのである。いず

れにせよ，モンターノーは予めオセ・一がトルコ軍迎撃の任務を帯ぴてキプロスヘ来

島することを実際に上陸するまで知らずにいたわけで，これは極めて不思議なことと

言わねばならない。繰り返しになるが，チンティオの原話では，駐屯軍の人事異動で

ムーアが指揮官として赴くわけであり，従って受け入れ側の変更であるため，ムーア

の来島は事前に天下周知のことであったであろうが，どういうわけかシェイクスピア

は，モンターノーがオセローらの来島を知らないように創造しているのである。暴風

によるトルコ艦隊全滅を創造したこととの関連で考察してみよう。迎える側のモンタ

ーノーが承知していないということは，この件についてヴェニスからは何の連絡もな

いということであり，又，嵐のためにトルコ軍が全滅した結果，上陸前からオセ・一

はヴェニスが課した任務から解放されていることになる。即ちキプ・スに到着したオ

セ・一は，既に仕事を失っており，迎える側もヴェニスとは何の連絡もないわけであ

るから，オセ・一にとって，キプロスにおけるヴェニスと関連した公的な存在理由は

既に到着前より消滅してしまったと言ってもよかろう。モンターノー達にとってオセ

・一の到着は突然の前触れなしの到着であり，しかもトルコ軍はオセ・一来島前に既

に存在していないわけであるから，シェイクスピァは，キプ・スに上陸したオセ・一

が何らヴェニスと係りを持たなくなるよう，上陸前（トルコ艦隊全滅）から上陸後

（モンターノーらが事前にオセローの来島を知らなかった）に至るまで念入りに創造

していると言えよう。それはどのような意図によるものであろうか。それは，キプ・

ス島（16）の絶対化であり，普遍化であって，そこでの事件の絶対性，普遍性をそれに

よって確保することにあるのではないだろうか。ヴェニスがもともと消えている上に

トルコ軍までもが存在しなくなり，その結果として舞台はキプ・スであってキプ・ス

でなくなり，そのまま一挙に普遍的空間へと変質し，そこを舞台にして悲劇が演じら

れることになるのだ。従ってトルコ軍来襲，嵐そしてモンターノーの創造は，二幕
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一揚の時点でオセ・一を来島させた上で，キプ・スをヴェニスとは無関係の絶対的空

間とするためのものであろう。そしてオセ・一は，自らの貴任においてデズデモウナ

を来島させたのであり，彼女の来島に大公の意向は入っていないわけであるから，彼

女もヴェニスとは無関係の人物になり，・ダリーゴーもイアーゴーの説得を受け変装

してキプロス入りを果し（136），又エミリアもチンティオとは異りオセ・一の要望に

従ってイァーゴーに同行した（101）わけであるから，彼らも又ヴェニスとは何の関

係もなく，絶対的空間へと変質したキプ・スに勢揃いすることになるのである・又，

シェイクスピァが創造した二幕二揚で，‘‘トルコ艦隊全滅の確報が入ったので各人酒

宴を催ぜ’（141）との布告が出されるが，それは，繰りかえしになるが，トルコ軍は

攻撃前に自然の暴威に屈したのであり，オセ・一も嵐の中で同じ運命を辿ったとして

も何の不思議もなかったし，偶然生き延びて上陸したオセ・一が厳密な意味でトルコ

軍に対して勝利を収めたわけではなく，双方戦端を開く前に嵐を相手に戦い，オセ・

一は勝利を収め，トルコ軍は敗北しただけのことであって，その意味で布告の内容は

トルコ艦隊全滅という確報を喜びつつオセローの結婚を祝う酒宴へと筋書を押し進め

るためのものとなるであろう（17）。即ち，戦時色が一掃されて新婚の祝宴気分に充ち

た夜警の揚面へとプ・ットが引き継がれて行くことになるのである。このように，シ

ェイクスピアはトルコ軍をキプロス島に押し進ませてオセローをキプロスに向わせ，

守備隊には事前に通告しない上に嵐で艦隊を全滅させ，オセローが上陸したときにキ

プ・スを一種の真空状態にしてヴェニスと切り離し，そこでオセ・一の責任で来島さ

せたデズデモウナ，イアーゴー，エミリア，キャシオーや，創造人物・ダリーゴーを

用いてオセ・一を主人公にした普遍的な悲劇を創造する意図が明らかとなるだろう。

キプロスをキプロスではない普遍的な揚所に変えたのも，デズデモウナのキプロス行

き決定をオセ・一に委ねた大公を創造してこの絶対的空間にオセ・一とイァーゴーの

意志で悲劇の主要な登揚人物を集合させたのもこのような創作意図によるものと言え

よう。あとは，そこで悲劇が自律的にどのように胚胎され，生育し，そして破局へと

向うかを見守って行くのが我々に残された課題であろう。丁度，キプ・スヘ渡る直前

にイアーゴーが独白する台詞‘‘I　have’t，It　is　engendered・Hell　and　night／must

bring　this　monstrous　birth　to　the　world’s　light。” 104）は，ヴェニスではなくキ

プロスでオセローの悲劇が生まれることを見事に暗示している台詞なのだから。

　引き続き夜警の場面に入り，チンティオはキャプテンが彼を免職させたと書くが，

それに相当してシェイクスピアは創造人物・ダリーゴーを道具に利用してキャシオー

免職の陰謀を巡らすイアーゴーを創造するのである。即ち，この揚面でイアーゴーと
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モンターノーとの関係を創造することにより，キャシオーの酒癖について予めイアー

ゴーはモンターノーに知識を入れた後（158），・ダリーゴーを道具に刃傷事件を引き

おこし（161），制止に入ったモンターノーをキャシオーが傷つける（171）ことから

イアーゴーの計画通リキャシオーの免職へと事件が発展して行くようにシェイクスピ

アはチンティオを変えていると言えるだろう。キャプテンに打たれる衛兵は，シェイ

クスピァではモンターノーになり替っているとも言えようが，その事件にチンティオ

の旗手は無関係なのであるからその改変の意図を探求しなければならない。キャシオ

ーの酒癖の悪さ→キャシオーに対するロダリーゴーの侮辱→・ダリーゴーとキャシオ

ーの争い→モンターノー仲裁→キャシオー，モンターノーを傷つける→島全体の大騒

動→キャシオー免職→キャシオー復職をデズデモウナに依頼→デズデモウナ，オセ・

一に依頼→イァーゴー，オセ・一に識言というイァーゴーの陰謀の筋書が読めてくる

のではなかろうか。そしてそれは，チンティオから逸脱してモンターノーを創造する

ことにより，キャシオー免職へ主導的役割を果すイアーゴーを作者が創造した結果な

のである。結局，モンターノーもキャシオーも・ダリーゴーも，オセ・一を陥れるこ

とを目的とするイアーゴーの陰謀に利用される人物としてシェイクスピアが創造して

いると言えるだろう。

　（iii）チンティオでは，キャプテンはその後ムーアに追放され，ヴェニスに戻った

旗手に唆かされてムーアを告発するが，ディスデモナの死までは旗手と何の関係もな

いのでイアーゴーとキャシオーとの関係はシェイクスピアの創造した対話関係となり，

更に，イアーゴーがキャシオーに対し，復職をデズデモウナを通してオセ・一に頼む

よう提案する（187）のも原話にないシェイクスピアの創造した内容となるが，シェ

イクスピアは，独白中にみえるイアーゴーのキャシオーに対する計略を創造し，キャ

シオーとデズデモウナの関係をオセ・一が疑うようにしむける陰謀がイァーゴーの主

導によってであることを創造している。チンティオにこれに相当する記述は見当らず，

ディスデモナが，免職されたキャプテンに同情して夫とキャプテンの和解を計ろうと

努力する記述だけであり，旗手は，既に述べた通り，キャプテンと係りを持たないの

である。従って，Cas。一lago関係を創造したシェイクスピアの意図は，キャシオー免

職同様，復職にもイアーコ㌧が計画通り主導的役割を果しつつ，チンティオのディス

デモナではないオセ・一への復讐を進めている彼の姿を創造することであろう。又，

チンティオにおける旗手の妻は，真相の全容を知る人物となっているが，キャプテン

とは何の関係ももたない。シェイクスピァでは，キャシオーがデズデモウナヘの仲介

をエミリアに依頼するよう創造した結果（196），Des・一Cas・の対話関係はエミリアに
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よって実現し，そしてそのエミリアに仲介を命じたのは夫イアーゴーで（190）あっ

た。チンティオでのこの関係は，ディスデモナがキャプテン復職をムーアに自発的に

依頼するのみで，キャプテンがそのためにディスデモナと接触することはない。シェ

イクスピアは，チンティオにはないこの関係を，Cas・一Des，関係で描き，その依頼の

場面（それもイアーゴーの指示に従ったまでだが）をオセローが目撃し，キャシオー

がデズデモウナの許を逃げるように離れて行く姿を見る（205）ように創造しているの

である。従ってデズデモウナに復職を依頼するキャシオーはシェイクスピアの創造と

なり，エミリアを介して行うのもチンティオには見られないシェイクスピアの創造と

なる。チンティオでは，免職を悲しく受けとめたディスデモナが夫のムーアと親友の

キャプテンの仲を修復しようと動くわけであり，それはキャプテンに頼まれたのでも

なく，まして旗手の妻がディスデモナヘの仲介役を引き受けたのでもない。ディスデ

モナの同情と悲しみがそうさせたのである。従ってシェイクスピァはチンティオに見

られないIago－Cas．，Cas．一Emi1．，Des，一Cas、関係を創造し，イアーゴーの悪計がオセ

・一の身に直接迫るように描いているのである。

　（iv）　シェィクスピァは，二幕三揚でイアーゴーの独白を創造し（190），二つのこ

とを実行しようするイアーゴーを創造する。即ちそれは，エミリアに命じてキャシオ

ーをデズデモウナに引き合わせることと，キャシオーがデズデモウナに頼んでいるそ

の揚面をオセ・一に目撃させることの二つで，三幕で早速それを実行に移すのである。

まず，Cas・一Iago関係を創造することによリキャシオーとデズデモウナを出会わせて

それをオセ・一に目撃させ，EmiL－Cas、関係を創造して，デズデモウナの願いを聞

いたオセ・一が怪我をしたモンターノーの手前キャシオーを免職させたわけで，いず

れ折をみて復職させると言ったことをエミリアをしてキャシオーに伝えさせて（196），

キャシオー復職に人の頼みは必要なく，あとは時機のみであることを明示し，免職後

のCas・一Des・関係を創造じて，デズデモウナが積極的にキャシオー復職に努力する

姿を創造し（206），Oth・一Des・関係の内容として，二人の結婚の際，キャシオーがオ

セ・一のために役立った事実を創造し，Oth・一lago関係の内容として，二人の結婚の

成行にキャシオーが全面的に参加していたことを早速利用するイァーゴーを創造し

（209），その結果生まれるオセ・一の疑心をチンティオのそれより強め，ブラバンシ

。一の警告を想起して父親には秘密に結婚できたデズデモウナは，オセ・一を欺かな

いとも限らないと言外に匂わせて，キャシオーと一緒のデズデモウナに注意するよう

説くイアーゴーを創造し（209），Des・一〇th・関係の内容として，痛む額の手当をしよ

うとデズデモウナが縛ろうとしたハンカチをオセ・一が小さすぎるとしてはずして落
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し，恐らく拾おうとしたデズデモウナを‘『Let　it　alone・”と言って制止し，ハンカ

チをそのままにして退場するオセローを創造して（213），ハンカチ紛失にデズデモウ

ナは責任がなく，オセ・一に貴任があるように描き（18），更に，そのハンカチは夫が欲

しがり盗んでくるように願っていた結婚記念のハンカチだと知って拾い上げ，現物で

はなく刺繍の模様を写しとって夫の機嫌をとり結ぼうと考え独白するエミリアを創造

する（214）のである。少し詳細に読んでみると（19），彼女は，たまたま側を通ったイ

アーゴーに不安を覚えてそのハンカチの使用目的を尋ねるが何も聞き出せないまま奪

われてしまうのである（215）。即ちエミリアは，そのハンカチをデズデモウナが失く

すことの重大性に気付いて夫に抵抗するが，それも空しく奪われ，取り戻そうと努力

したが結局ハンカチはイアーゴーの手中に入り，イアーゴーの言うデズデモウナとキ

ャシオーのr不義な関係」をオセ・一が信ずる“目に見える証拠”として悪用されて

行くことになる。従って，このハンカチ紛失事件でエミリアは，女主人のデズデモウ

ナではなくオセ・一が自ら落したそれを偶然拾っただけで夫の指示通りに盗んだわけ

ではなく，それを夫に強引に奪われてしまうということで，そのハンカチが惹起する

悲劇的結末にエミリアは貴任を負ってはいないことは明らかであろう。だが，最後に

事の真相を全面的に知っているチンティオの旗手の妻と同様に，イァーゴーの陰謀を

暴露し，全てをオセ・一に伝えながらデズデモウナ絞殺を非難する人物は，他ならぬ

このエミリアなのである。夫に協力してハンカチを盗み出すエミリアであるならば，

結末で真相を明らかにして夫を不利な立揚に陥れるエミリアは考えにくいのだが，ハ

ンカチがイアーゴーの手に渡る事実経過に彼女はデズデモウナとともに貴任はなく潔

白だからこそ，オセ・一に真実を伝える彼女の資格が保証され，そこからハンカチ紛

失に責任のある主人公自身の悲劇が生まれてくるのである。このように，ハンカチ紛

失事件に関するIago－EmiL関係を創造することにより，エミリアの潔白を創造した

シェイクスピアは，引き続きOth．一lago関係の内容として‘‘ocularproof”を求めつ

つチンティオのムーアより更に激しくイアーゴーを非難するオセ・一に変更し（218），

その中で，“By　my　world，I　think　my　wife　be　honest　and　think　she　is　not；／I

think　that　thou　art　just　an（i　think　thou　art　not，／1’11have　some　proof・”というオ

セ・一が，イアーゴーとデズデモウナのどちらを選択すべきか二者択一を迫られてい

る姿を描いている。チンティオのムーアは，旗手の言葉を真実と信じつつ，より多く

の情報や判断を旗手から引き出そうと脅したりして迫るが，又，ディスデモナにキャ

プテンの復職を迫る理由を尋ねたりするが，やはり旗手を相談相手として妻との間

に距離を置き，シェイクスピァのような厳しい二者択一関係に立ってはいないと言え
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よう。しかも，この変更された二者択一関係を全篇に亘って精細に吟味してみると，

その内容は，イァーゴー及びデズデモウナのオセ・一に対する誠実，正直，貞潔（＝

‘‘

onest” （20）と，同じくイアーゴー，デズデモウナの彼に対する一方通行的及ひ湘互

的愛情（ニ“10ve”）であることが判明するのである（21）。即ち，オセ・一を中にはさむ

三者の関係について，

　　　　　①honest　　　②honest
　　Iago　二二二；Othello　嵩Desdemonaのhonestとloveの図式が成り立つ
　　　　　③love　　　　④10ve

と言えよう。そこで①～④を網羅的に調査すれば次のようになる：（イタリソクス

筆者）

①honest：

　Oth．　A　man　he（lago）is　of　hoπθ吻and　trust……．　　　　　　（1．3．281）

　Oth．　　Hoηβ5’Iago，・一一・，　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．3．291）　（2．3．171）　（5．2．73）

　Iago，　The　Moor　is　of　a　free　and　open　nature，／That　thinks　men　hoηθ5’that

　　　　　　　but　seem　to　be　so7……，　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．3．403－4）

　Oth・　　Iago　is　most　hoηθ5’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3，6）

　Oth。　I　know，Iago，／Thy　ho形吻and　Jo肥doth　mince　this　matter，／Making　it

　　　　　　　light　to　Cassio，一・一・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3．240－2）

　Oth。　Why　did　I　marry～This　ho脇’creaturedoubtless／Sees　and　knows　more，

　　　　　　　much　more，than　he　unfolds。　　　　　　　　　　　　　　（3．3．240－1）

　oth・　This　feHow’s　of　exceeding　ho箆θ5♂ly，／And　knows　all　qualities，with　a

　　　　　　　leamed　spir正t，／0f　human　dealings．　　　　　　　　　　　　（3．3．255－7）

　Iago。　O　wretched　foo1，／That　livest　to　make　thine　ho％θ吻a　vice！……／To　be

　　　　　　　（1irect　and　hoηθ5’is　not　safe．…＿and　from　hence／rll伽θno　friend，

　　　　　　　sith　♂o∂θ　breeds　such　oHlence，

　Oth、　Nay，stay　l　thou　shouldst　be　honest。

　Iago。　I　should　be　wise；for　ho兜θ5む〆5a　fool／and　loses　that　it　works　for．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．375－80）

　Iago・　I　do　not　like　the　ofncel／But，sith　I　am　enter’d　in　this　cause　so　far，／

　　　　　　　Prickpd　to’t　by　foolish　ho究85妙and　Jo∂8，／1’ll　go　on・　　　　（3．3、407－10）

　Oth。　’Tis　he：……O　brave　Iago，hoηθ5’and　just，……、　　　　　　　　（5．1．31）

　Oth．　Ay，’twas　he　that　told　me　first～／An　ho犯θ5’man　he　is，and　hates　the

　　　　　　　slime／That　sticks　on丘1thy　deeds，　　　　　　　　　　　　（5，2．146－8）

　Oth，　　My　friend，thy　husband，ho％β5’，hoηθ5’Iago．　　　　　　　　　　　（5．2．153）

②honest：

　Oth、　I　do　not　think　but　Desdemona’s　ho冗β5乙　　　　　　　　　　（3．3．223）

　Oth・　　1’11tear　her　all　to　pieccs！

　Iago，　Nay，but　be　wise：yet　we　see　nothing　done；／Shc　may　be　ho箆θ5’yet。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．428－30）

　Oth。　Why、what　art　thou～

　Des。　　　　　　　　　　Your　wife，my　lord：your　true／And　loyal　wife。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4，2．32－3）

　Oth．　Swear　thou　art　ho箆θ5’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．2，37）

　　Des．　I　hope　my　noble　lord　esteems　meゐo形5’．　　　　　　　　　（4．2．64）

　　EmiL　Moor，she　was　chastel　she　Jo％4thee，cruel　Moor；　　　　（5．2．247）

　　Oth，　Co1（1，cold，my　girl，／Even　like　thy　chastity，　　　　　　（5．2．273－4）

③　10ve：

　　Iago．　I　must　show　out　a　flag　and　sign　of　Jo∂8。……．　　　　　　（1．1．157）

　　Iago．　r11……ノMake　the　Moor　thank　meJo％me　an（i　reward　me，＿＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2，1．299）

　　Oth。　If　thou　dost伽6me，／Show　me　thy　thought，

　　Iago．　My　lord2you　know　I伽θyou。

　　Oth。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　think　thou　dost；／An（1for　I　know

　　　　　　　thou7rt　full　of　Jo”θ　an（1　ゐo，zθs！ツ，・一・一．　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．114－7）

　　Iago。　I　am　gla（10f　it；for　now　I　shall　have　reason／To　show　the　Jo∂8and

　　　　　　　　duty　that　I　bear　you／With　franker　spirit……．　　　　（3．3．191－3）

　　Iago．　I　humbly（1e　beseech　you　of　your　pardon／For　too　much伽伽8you・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．210－1）

　　Iago，　I　hope　you　will　cons量der　what　is　spoke／Comes　from　my伽θ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．214－5）

　　Oth，　　I　greet　thy　Jo∂θ，一・…　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．466）

④　10ve：

　　Oth．　How　I　did　thrive　in　this　fair　lady’s伽β，／An（i　she　in　mine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．3．125－6）

　　Oth。　Upon　this　hint　I　spake：／She伽θ4me　for　the　dangers　I　had　passed，！

　　　　　　　　And　I　Jo∂84her　that　she　did　pity　them．　　　　　　　　　（1。3．165－7）

　　Des．　Tha，t　I　di（1Zo∂θthe　Moor　to　live　with　him，……。　　　　　（1．3，245）

　　Des．　But　that　our　Jo肥5and　comforts　should　increase・・…・．　　　（2．1，188）

　　Oth，　Look　here，Iagol／All　my　fond　Jo∂8thus（101blow　to　heaven．／‘Tis

　　　　　　　　gone，　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3．442－3）

　　Oth。　Think　on　thy　sins．

　　Des，　　　　　　　　　　They　are　Jo∂851bear　to　you．

　　Oth，　Ay，and　for　that　thou　diest。　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．2．40－1）

　　Oth，　Then　must　you　speak／0f　one　that　Jo％4not　wisely，but　too　well；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．2．339－40）

このように，“honest”，“10ve”という同一語でオセ・一とイァーゴー，オセ・一
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とデズデモウナの三者の関係が，オセローを中にはさむ形で同時に規定されている

のであって，両者の間に立つ主人公は，既に述べたように両者のどちらの“honest”

を，どちらの“10ve”を真実のものとして選択したらよいかの状況に置かれていると

言えよう。イアーゴーの悪計の対象をチンティオのディスデモナからオセ・一に変更

したシェイクスピアは，一方の“honest”を信じれば他方の“honest”が否定され，

一方の“love”を信じれば他方の“10ve”が否定されるという二者択一を迫られる位

置に主人公を立たせ，イアーゴーをその意味でデズデモウナと同等の重い立場に置い

ていると思われるのである。従って，二つの関係が同時に存立し得ない二者択一状態

に早くから入り，そこから脱出できない主人公を作者は創造し，最終的に，イアーゴ

ーが自分を憎悪する人物であると見抜けずに誤って彼との関係を選んだためにデズデ

モウナとの関係を棄てざるを得ないという選択を行った必然の結果としての悲劇を作

者は描いているのではないだろうか。更にシェイクスピアはCas・一Bian・関係を創造

し（231），チンティオのキャプテンと異り，そのハンカチが誰のものかわからずに，

模様を写すようキャプテンの妻ではなくビアンカに依頼するキャシオーを創造し，そ

の上，チンティオでは，キャプテンの妻がその仕事を行うのに反し，それを拒否する

ビアンカを創造し（257），キャシオーが実際にハンカチを持っていることをオセロー

に目撃させて確信させ，不義の寝床でデズデモウナを絞殺するという，チンティオと

は異る殺害方法を教えるイアーゴーを創造しているのである（259）。従って，シェイ

クスピアは，それぞれの対話関係の創造を通じてIago－Oth・一Des・の二者択一関係を

創造し，チンティオのムーアがオセローと異なり旗手の言葉を疑わず証拠を求めるだ

けであるのに対し，シェイクスピアでは，イアーゴーの言葉が真実であることを証明

する‘『ocular　proof”（勿論イアーゴーの計略によるハンカチであるが）を提示された

オセ・一が，イアーゴーの言葉を信じてイアーゴーとの関係を選択するよう創造され

ているのである。その意図は果して何であろうか。シェイクスピアはこれまで，イア

ーゴーのオセローに対する悪計の誕生及び進展を創造しながら，その過程で自らの

「‘

onest”・‘「love” 信じ込ませるイアーゴーを創造して二者択一関係が成立するよ

う描き，それがハンカチによってイアーゴーを選択するというオセローの愚かさで，

Oth・一Des・関係が破壊される悲劇を描いているのではなかろうか。一方の選択がその

まま他方の破壊となる関係が創り出され，イアーゴーの陰謀が関係の両立を許さず選

択を迫るように創造されているのである。

　（v）　チンティオにおけると同様，キャシオー暗殺をオセ・一に頼まれたイアーゴ

ーは，・ダリーゴーを唆すが，キャシオーをオセ・一の後任にするシェイクスピァの
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創意から，モーリタニアヘ赴くオセ・一夫妻を身近に引き止めるために，栄転するキ

ャシオーを殺せばデズデモウナに接していられるというロダリーゴーに対するイアー

ゴーの説明（306）も創造となるのであり，チンティオのように，旗手が直接キャプ

テンを襲うのとは異り，シェイクスピアはこのように理由を考案して・ダリーゴーに

襲わせ，返り討ちに会わせ，更にイァーゴーに刺させるのだが，イアーゴーの過去の

悪事をしたためた・ダリーゴーの手紙が創造人物・ドヴィーコーの手に入り，彼の口

を通して（441）イアーゴーの陰謀が暴露されるというチンティオにない工夫へと繋

げてゆくのである。

　（vi）　シェイクスピァは，キャシオーとデズデモウナの仲をオセ・一に尋ねられた

とき，デズデモウナの潔白を強く主張するエミリアを創造し（390），又，Des・一EmiL

関係の案出された内容として，オセ・一の不興は嫉妬（22）が原因だと考えているエミ

リアを創造し，デズデモウナを娼婦呼ばわりするオセ・一は誰か悪党に騙されている

と真実を言い（302）イアーゴーを慌てさせ，デズデモウナを殺した理由は，彼女の

キャシオーに対する姦通であり，又その偽りの不義をオセ・一に知らせたのは夫イア

ーゴーであるとオセ・一から聞かされて信じられないことだと驚きつつ，逆にデズデ

モウナの死がイアーゴーの識言によることをオセ・一に知らせるエミリアを創造し

（412），ハンカチ紛失事件を思い巡らし，実行された夫イアーゴーの陰謀を暴露して

オセ・一に誤りを悟らせ，デズデモウナは，“Moor，she　was　o加5畝she　Jo％4thee，

cruel　Moorl” イタリックス筆者）であったと彼女の貞潔と愛情を証言して死んでゆ

くエミリァを創造するのであり，これは二者択一関係のうち一方のOth・一Des・関係

の“honest”，“love”を真実のものであったと証言したことになるのである。既に述

ぺたように，エミリアはハンカチ紛失自体には何の責任も負わないため，最後に真相

を伝える人物としての立揚を確立していたわけであり，チンティオとの相違点も正に

その点にあるのであるが，作者によって入念に描き込まれた人物であることは明らか

であろう。同様に・ドヴィーコー，グレイシァーノーを創造したシェイクスピアは，

キャシオーの暗殺（未遂）がイアーゴーによるこ．とを・ダリーゴーの手紙の創造によ

って伝え，キャシオー免職と・ダリーゴー暗殺もイアーゴーの陰謀であることをチン

ティオのヴェニスにいるキャプテンとは異りまだキプ・スに滞在中のキャシオーと・

ダリーゴーの口を通して伝えるのである。従って，劇の最終揚面でシェイクスピアは，

チンティオと異リエミリア，・ダリーゴー，ロドヴィーコー，グラシァーノー，キャ

シオー，モンターノーを登揚させ，イアーゴーの陰謀を彼らによって暴露し，オセ・

一が騙されて潔白なデズデモウナを殺害したことを指摘してその愚を悟った主人公を
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死に至らしめる悲劇を創造していると言えよう。
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3

　このように，シェイクスピァとチンティオの乖離を（i）～（vi）で詳しく考察してき

たが，ここで全体的に傭鰍すると，チンティオから離れて，トルコ軍キプ・ス来襲と

嵐による艦隊全滅，その直後のオセ・一一行のキプ・ス到着，モンターノー達がオセ

・一らの来島予定を知らなかったことを考え出すことにより，シェイクスピアはキプ

・スのヴェニスの関連における意味を捨象して絶対的空間をそこに設定し，ヴェニス

とはこれ又無関係に，オセ・一，イアーゴーの責任において同行した人物群を創造し

たり変更を加えたりしながらその絶対的空間に化したキプ・スに集合させ，イァーゴ

ーの悪計の誕生と生長の跡を，イアーゴーのオセ・一に対する悪の動機からキャシオ

ー免職，そして復職運動，イアーゴーとデズデモウナのどちらの「‘honest”，‘一love”

を信ずるべきか悩みながら両者との緊張関係に立つオセ・一，ハンカチ紛失事件及び

その紛失に責任のあるオセ・一の誤った選択，張り詰めた二者択一関係の崩壊，ハン

カチ紛失に責任のないデズデモウナの死及びイアーゴーの陰謀発覚と，その結果と

してオセローの死という順序で創造しつつ作者は辿るのだが，その際に人物や人間関

係をチンティオから逸脱して創造，変更するポイントを，まず，イアーゴーとデズデ

モウナの間にオセローをはさむ“honest”p“10ve”の二者択一関係を，オセ・一の目

に映るイァーゴーの“honest”，“10ve”がゆるぎのないその通りのものに見えるよう

にする（＝“menshouldbewhattheyseem・”）ことによって，文字通りの二者択

一関係となるように創造すること，次にオセ・一を欺きOth．一Des．の『‘honest”，

“10ve” 係を破壊すること，そして最後に，自らデズデモウナとの関係を破壊した

オセローに，それは騙された結果であると知らせ，自らの愚かさの犠牲がデズデモウ

ナの死であったと悟る主人公を死に追いやる点におくことによって，‘‘one　that　loved

not　wisely・but　too　well・”であるオセ・一自身の普遍的な悲劇を完成しているので

ある。



70　言語文化No，21

0♂hθπo

Shakespeare Cinthio

幕1場行 対話　関係
1対話閨係番号

人物　関係

1 Rod、←一→IagO．

Rod．一一→Bra．

Iago，一Bra・

Bra．一（Iago．，Rod，）

Rod．一Bra．

Iago，一一ラBra，

Bra．一→（Iago、，Rod。）

Iago，一一→Bra，

Bra，一（Iago．）

Rod．←→Bra．

Iago．一一レBra，

Bra．一一→Rod．

Iago。一一レBra，

Bra，一一→Ro（1．

Iago・一Bra・

Bra．←→Rod．

IagO，一Rod。

Bra．

Bra。一→Rod．

Bra．

Bra．一一レRod．

Bra．

Bra．一一→Rod．

Bra．

Bra．一Rod．

Bra．一→Servants，

Bra．←一→Rod．

Bra．一一→Servants．

Bra，一一→Rod，

Bra，一Servants。

Bra．一一→Rod，

Bra．一→Servants，

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
飢
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
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幕　場 行 対　話　関係 対話関
番号 人物　関係

184 Bra．一一レRod． 33

”
n

i
i
i

1－33

34－48

49－53

53

54

55－56

56

57

57

58

59

60－79

80－81

81－84

84－91

91－99

4
2
　
　
6
1
　
5
9
3
7
9
9
　
3
　
　
　
4

　
1
1
3
3
3
4
4
4
5
7
9

一
『
　
　
【
一
　

一
一
『
一
『
一
　

『
　
　
　
一

1
4
2
3
3
7
2
3
6
9
4
8
0
9
9
3
4
5
6

　
　
1
1
1
1
3
3
3
3
4
4
5
5
5
7
7
7
7

Iago・←→Oth・

Oth．←一→Cas，，

Cas．←一→Iago。

Iago．←一→Oth・

Cas．一〇th．

Iago．一→Oth，

Oth．一一一レBra。

Rod．一一→Bra．

Servants．

Bra．一一一レServants。

Iago．一一一レRod，

Oth．一一→all，

Oth。一→Bra，

Bra，一一→Servants．

Oth．一一一シal1．

Oth．一一レBra．

Off，一Bra．

Duke．←一一う1st　Sen．

2nd　Sen．4一→Duke．

Sailor．一一一レall、

1st　Off．一一一一》all、

Duke，←→Sailor，

Duke．←→1st　Sen．

1stOff．一一→all．

Mess，一→all．

1st　Sen．←一→Mess．

Mess．←一→Duke．

Duke。ぐ一→1st　Sen，

Duke．一一→Oth．

Duke．←一レBra．

Duke，Sen．一→Bra，

Bra．←→Duke，

a11．一→Bra。

Duke，一→Oth．

Bra，一→Duke．

Oth．一一一レa11，

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6

　　・・a』lthough　the　parents　of　the　lady

strove　all　they　could　do　to　in（1uce

her　to　tal｛e　another　husband，　she

consented　to　marry　the　Moor；一

（Parents・Disdemona）　（Disdemona－

Moor）

　　　・The　Signoria　of　Venice　made　a

change　in　the　troops　whom　they

used　to　maintain　in　Cyprus，　and

they　appointed　the　Moor　commander
of　the　soldiers……（Signoria－Moor）

　　　・I　will　accompany　you　whither－

soe－ r　you　go，・・一（Dis（1emona－Moor）
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　　　・they　pursued　their　voyage，　and

with　a　perfecdy　tmnqui正sea　arrived

safely　at　Cyprus．（Moor－Disdemona）

Now　amongst　the　sold呈ery　there　was

an　Ensign，man　of　handsome丘gure，
but　of　the　most　depraved　nature　hl

the　world、This　man　was　in　great

favour　with　the　Moor，who　had　not

the　slightest　idea　of　his　wickedness　l

　　　・（Ensign－Moor）

This　man　had　likewise　taken　with

him　his　wife　to　Cyprus…　she　was

much　loved　by　Dis（iemona…（Ensign－

wife）（wife－Disdemona）

　　　・there　was　a　certain　Captain　of　a

troop，to　whom　the　Moor　was　much
aHectioned。（Captain－Moor）

Disdemona…・showed　him　proofs　of

the　greatest　kindness，（Disdemona－

Captain）

Now　the　wicked　Ensign……fell　pas－

sionately　ill　love　with　Disdemona，

　　　くEnsign－Disdemona）

　　　・he　at　length　resolved　to　accuse

her　of　unfaithfulness　to　her　husband，

and　to　represent　the　Captah1　＆s　her

paramour．（Ensign－Moor）　（Ensign－

Captain）
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　　　・the　Captain，having　drawn　his

sword　upon　a　soldier「of　the　guard，

and　struck　him，　the　Moor　deprived

him　of　his　rank；……（Captain－soldier）

（Captain－Moor）
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Disdemona……endeavored　again　and
again　to　reconcile　her　husband　tQ　the

man．（Disdemona－Moor）（Disdemona－

Captain）

This　the　Moor　told　to　the　wicked

Ensign，……（Moor・Ensign）

　　　・this　traitor……（1rew　the　kerchief

from　her　sash……（Ensign－Disdemo噂

na）

　　　・the　wicked　Ensign……1eft　the

han（1kerchief　at　the　head　of　his　bed

　　　　（Ensign－Captain）
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　　　・he　asked　her　for　the　kerchief．

　　　・‘I　know　not　how　it　is－I　cannot

盒nd　it；……（Moor－Disdemona）

The　Ensign’s　wife，who　knew　the

whole　truth……could　never　consent

to　such　a　project，……all　she　said

was，一・・replied　Disdemona，

（wife－Disdemona）
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　　　・he　prayed　the　Ensign　to　contrive

that　he　might　see　the　handkerchief

in　the　possession　of　the　Captain．

（Moor－Ensign）

he　pointed　her　out　to　the　Moor，

　　　　（Ensign－Captain’s　wife）（Moor－

Captain’s　wife）

Then　he　arrange（1with　the　Ensign

to　slay　Disdemona　and　the　Captain

　　　　（Moor－Ensign）

They　consulted　of……poison　and
daggers・一・to　kill　poor　Disdemona，

　　　　（Moor－Ensign）
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8
9
0
0
1
1
1
1
1
2
2
2
2
3
4
4
7

　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Oth．

Des、←→Oth．

Oth．一一レEmil．

Des．←→Oth，

Oth，一→Emi1．

Emil，一→・Des．

Des．

Iago．一一》Des。

Des，

Iago・一一レDes・

EmiL一→lagO，

Des，←一ひlago，

EmiL←→Iago．

Des・一→Iago・

Emil←→Des．

Iago．←吋Des，

Emi1．←→Iago，

Des．←→Emi1．

Iago←→EmiL

Des。←→Iago．

Iago・←一レRod・

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
δ
3
3
3

iまi　　レ　2

　　　　　3－　4

　　　　　4

　　　　　5－　9

　　　　10－103

　　　103－104

Lod．←一→Oth．

Lo（1．一→Dcs．

Oth．一一一》Lod．

Oth．←一Des．

EmiL←→Des．

Des．

307

308

309

310

311

312

V 一
－ 7

0
ワ
一
　

6

　
1
2
　
2

一
　
一
　
『
　
　
｝

1
8
1
3
3
7
8
9
9

　
　
1
2
2
2
2
2
2

Iago，←→Rod・

Rod．

IagO，

Rod．

Rod．←一→Cas．

Cas．

Oth。

Rod．

Oth，

3
4
5
6
7
8
9
0
1

1
1
1
1
1
1
1
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3

　　　・the　Ensign……sword　in　hand，

met　the　Captain…　an（1struck　him

a　blow　on　his　right　thigh，

（Ensign－Captain）
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幕　揚 行 対　話　関係 酬 人物関係
30

31－36

37

38

39

40

41

42－44

45

46

47

48－49

50

51－52

8
　

3
9
2
　

5
　

6
6
7
　

一
　
　
　
一
　

一
　

一
　
　
　
『
　
一
　

一
一
疇
　

一
『

3
9
0
1
1
4
5
0
1
3
4
5
6
8
8
1
2
3
5
7
7
1
6

5
5
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
9
9

Cas．

Oth．

Cas．

Gra．

Cas．

Lod．

Rod，

Lod．一→Gra．

Rod．

Lod．

Gra．

Iago，←→Lod．

Cas．一lago．

Gra。←一→Lod．

Iago・←→Cas・

Iago，一一→Lod，♪Gra．

Rod．

Cas．

Iago，←→Rod．

IagO・

Iago．←一一妻Lod・

Gra。一一レIago。

Iago．一Cas，

Iago，一一→Gent、

Bian．一→a11．

Iago，一一→Bian．

Bian．一一→Cas．

Iago，一Bian，

Iago．一→Cas．

Gra．一一→Cas．

IagO。一al　L

Bian．一一一｝Cas．

IagO・一all・

Iago・一→Cas，

IagO・一→aIL

Gra・←一レlago・

Iago．一→Cas．

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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幕 揚 行 対　話　関　係 対話閨
番号 人　物　関係

96

7－98
8－100

00－101

01－103

04

0ヰ

05

05

06

07

08－109

09－110

11－117

18－120

21－123

24

25

26－127

28

28－129

Iago、一→a11．

ra、←→lago、

agO，一→aIL

ago，一→Bian，

agα←→Cas，

ago．一→Bian，

ago、一→Ser。

ago，　レGent，

ago。一→Bian，

ago。一→Gent、

ago、一→Bian・

ago，一→Gent．

ago，一→Bian，

miL一→lago．

ago，←→Bian．

miL←一レBian，

ago、一→Gent，

ago．一→Bian。

ago．一→EmiL

ago、一→a1L

agO。

359

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

’

i
i 　1－85

687－90

1－93
3－102

02－117

18

18－120

21

21－126

27－165

65－166

67

68－169

70

Oth．←一→Des．

mi1．一一》Oth．

th。一→Des．

mi1，←一タOth，

th．

miL←→Oth，

es．一→Oth，，EmiL

mil．一一→Oth，

miL一→Ser，

miL←一→Des。

th．←→Emil．

miL一一→a11．

on．一→Oth．

miL一一lago．

ra，一一→EmiL

380

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

The　unhappy　Disdemona　rose　from
ed，and一　　・out　rushed　the　Ensjgn，

　　・he　beat　her　crueHy　with　the　bag

f　sand　across　her　back；upon　which

isdemona　fell　to　the　ground，

ut　the　Moor　exclaimed，　‘Thou
ickedest　of　women，　　・’（Ensign－

isdemona）（Ensign－Moor）（Moor・

isdemona）
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劉揚 行1 対　話　関係

1
対
話
関
係
番
号

人物関係

㎜
瀧
蓬
欝
翫
欝
難
論
籾
㎜
㎜
箋
撒
難
難
墾

Emi1、←→Iago，

乱11．

Emi1．一一》Iago，

Oth。一→masters、

Gra．

Mon，

Emi1．←→Iago。

Emi1．一一→Gent．

EmiL一→lago．

Oth．

Emi1．←→Oth，

Oth．一一→Gra．

Gra．一Des．

Oth．一一→all．

Emi1．

Iago。←→Emil。

Gra・一一ゆIago，

Emi1．一〇th．

Iago，一→Em量L

EmiL一→all．

Iago，一→EmiL

Emi1．一→alL

Oth，一→Iago・

Gra．一一→a1L

Emi1．一→Gr＆．

Gra，一→aIL

Mon．一→Gra，

Oth．

Emi1，一→Des．

Emil．　レOth．

Oth．

Oth．←一→Gra．

Oth。一一→Des．

Oth．

Oth．一一一レDes。

Lod，←一→Oth．

Lod．一一←aIL

獅
獅
柳
甥
湧
㈱
軌
椛
囑
姻
螂
螂
僻
蝿
靭
㎜
姐
幅
佃
輯
価
価
仰
偲
靭
柵
噸
椛
柵
姻
幡
伽
卿
榴
靭
鰯
鰯

　　　・and　all　theSe　eVentS　Were　narrated

by　the　Ensigゴs　wife，who　was　privy

to　the　whole，……（Ensign’s　wife－all）

　　　・he　conceive（i　so　deep　a　hatre（1

to　that　wicked　man　he　could　not　bear

to　set　eyes　on　him，……he　deprived

him　of　his　rank，……（Moor－Ensign）

The　Signoria　of　Venice……command－

ed　that・一・・phe　be　brought　to　Venice

　　　　（Signoria－Moor）
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幕　揚 行 対　話　関係 翻 人物　関係

283－284

285

285－287

288－295

296－299

300－301

302

303

303

304－309

309

310－314

315－325

326－333

333

334－352

353

353

354－355

356－357

357－360

360－361

361－363

363－367

Oth，一一一｝lago．

Lod．一一→a1L

Iago。←一一夢Oth，

Lod．←一レOth，

CaLs．一〇th，

Iago，一一一レOth．

Lod、一一→lago・

Gra、一→lago．

Oth。一一一レIago．

Lo（1．←一一←Oth．

Cas．

Lod，←一→Oth．

Oth．←一一シCas．

Lod。一一→Oth．

Lod，一一一レSer。

Oth，一→Lo（i．

Lod．一一ゆalL

Gra．一一》a1L

Oth．一→Des．

Cas．一一→a11，

Lod。一一→Iago．

Lod，

Lod，一一→Gra．

Lod．一一→Cas．

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

注

1．Allardyce　an（1Josephine　NicoII（ed，），HoJ襯5hθ4ρ5Chyo痂oJ8α5U5θ4伽3hα為85ρ8αγβ’ε

PJ砂ε（Everyman’sLibrary，1965），Introduction．歴史劇十編と『マクベス』，『リア王』，

rシムベリン』の典拠であるr年代記』の抜粋であるが，その序文に，“That　study，the　value

of　wh圭ch　lies　in　the　revelation　of　Sh＆kespeare’s　method　of　dram我tic　composition，must

be　undertaken　by　each　individual　stu（ient　of　Shakespeare．Unless　the　passages　in

Holinshed　are　compared　carefully　with　Shakespeare’s　reworking，1ittle　understanding

can　be　gained　into　the　ways　of　his　art．”とあり，これは，一般的に他の作品と典拠につ

いても言えるであろう。又，rオセロー』と典拠の関係についてJohn　Wainは‘‘……the

relationship　of　this　play　to　its　source　is　one　of　the　most　interesting　in　aU　Shε」｛espeare’s

work，and　shou玉d　be　bome　in　mind　continually。”と述ぺている。John　Wa蓋n（ed・）0’h8JJo・

Cα5θδooた5θ吻5、（The　Macmillan　Press　Ltd，，1977），Introduction　p，31，
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2・例えぱ『オセ・一』にっいてはGeoHreyBulloughはSource，PossibleSource，Probable

　Sourceの三種類の典拠を挙げている。Cf・GeoHrey　Bullough，2〉僻α漉θ砿4D瓶鵤観o

　So％アoθ5（ゾ5加舵5μαγ8（Routiedge　Columbia，1973），VoL7，0’h8〃o　pp．239－265．

3・従来の素材研究は，上記Bulloughによる浩禰なく～αγ7α伽8礁4P瓶耀’ゼ05偽貿oθ5qズ

　Shα々β3ρθ¢ア88Vols・や，KennethMuir（ed．）S加々65ρ躍θ”550％膨5（1965），ThβS・駕膨s

　夢S肋たθ5ρθα■8’5P勿5（1977）に見られるように，シェイクスピアの各劇作品の出典を網

　羅的に調査したり，様々な材源と作品との比較を批評研究的に行う場合が多い。又，May－

　nard　Mackの指摘に見えるように，一『sources”を狭義にではなく広義に解釈し，包括的相

　互影響関係の視点から，特定の典拠にのみ注目することを避けようとする態度もある。Cf．

　Maynard　Mack、K伽8L6α7腕0μア丁加θ（University　of　Califomia　Press，1965），p，49，

4。“main　source”，‘‘ rimary　source”，“ rincipal　source”などと称されるが，劇の冒頭か

　ら結末まで終始一貫作家に作劇の材料を提供し続けるソースということになろう。

5・拙稿rMain　Sourceの意味一『リチャード三世』論に向けて一」rアルケミスト』1，

　1970，pp，13－17参照。仮に，「方法論」と称すことが許されるならば，典拠と作品の比較作

業は，手続きとして「方法」の説明を加えることにより，より十全なものとなろう。r方法」

　とr比較」は，本来一体的なものであり，結論の妥当性，非妥当性によって，r方法」の妥

　当性の有無が逆に量られるにすぎない。その意味で小論もr試論」の域を出ない。

6・舞台上の人物間の台詞のやりとりを全曲的に調査し，対話番号を付した一覧表を作成。次

注7，8，9参照。

7・引用は，K．Muir（ed．），0♂h8JJo，New　Penguin　Shakespe＆re（penguin　Books，1968）

　を用いた。末尾の対話関係一覧表も，このテキストに基づく。その他，M・R，Ridley（ed．），

0！h8〃o，The　Arden　Edition（Methuen　Harvard，1965）や，Allice　Walker＆J，D．Wilson

（ed・，（0’hθ”o、The　New　ShakesPea「e（Cambridge　University　Press，1969）を適宜参照。

8・テキストは，H・H・Fumess（ed．），0！hβ〃o，A　New　Variorum　Edition　of　Shakespeare

（Dover，1963）pp・376－389の英訳を使用。Cinthioのr百物語』は，1566年Veniceで出版

　され，1584年に仏訳がパリで出版されるが，英訳は1753年まで知られていない。シェイク

　スピアが原語で読んだか，仏訳で読んだかは定かでないが，当時英訳か翻案があって，そ

れが現在見つからないということかもしれない。詳しくは，前記使用テキストの序文及び

H。B，Charlton，5加々β5ρ8αγθαηTγα88吻（Cambridge　University　Press，1961），pp，114－115．

脚注等を参照。

9・この一覧表は，シェイクスピアにおける幕揚毎の登揚人物間の対話関係を矢印で表現し，

通し番号を打ったもので，それに照応するチンティオの原話の該当箇所の人物関係を比較の

ために並列した。例えば一幕一揚の筋書に相当する内容はチンティオにはなく，従ってその

人物関係は存在しないので空欄となる。

10・Act　I，II及ぴAct　III，IV，Vの二つの部分にこの劇を分けそれぞれの部分をCinthio

　と比較し，後者のグループが前者のグループよりソースに依拠する度合が多いところから，

前，後者が別々に書かれ，それも後者が先に書かれたとする意見があるが，筆者は，むしろ

Act　Iとそれ以降，即ちVeniceとCyprusで分けることの方が，ソースとの比較に立ちオ

セ・一の悲劇の普遍的な舞台設定を行う揚合本質的ではないかと考える。Cf．Ned　B．Allen，

“Tゐθ丁趣びo　Pα■’5q〆‘0躍βJJo”’（5h盈θ5ρ8αγβ5％7”βy　21，Cambridge　University　Press，

1970），pp，13－29，

11・イアーゴーの悪の動機の曖昧さについては，例えばBemard　Spivack，5hα々θ5ρ8佛㈱6

’h8左JJβ80γyφE躍（Columbia　Univerisity　Press，1958）を参照。
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12・暗・闇の中で・ダリーゴーの音声を使ったかもしれない。

13・1570年の事件。

14・Coleridgeの“the　motive－hunt三ng　of　motiveless　malignity”は有名。前記注11参照。

15・0伽〃oの雰囲気と背景を示すイメージとして“the　sea，its　images，and　language”（〔‘sea

　imagery”）を挙げるSpurgeonは，モンターノーらがオセローやデズデモウナの到着を心

　待ちに待っていると述べている。Cf、Caroline　Spurgeon，5加々θ5ρβαパ51隅α8θγy（Cambridge

　University　Press，1966），p。337，

16・キプ・ス島は当時，‘℃ypruscouldbe　seen　as　an　outpost　of　Christendom，rich，vul．

　nerable，and　perilously　situated：a　highly　suitable　setting　for　a　play　showing　Christian

　behaviour　under　stress、”と考えられていた。cf．Emrys　Jones，“‘o’舵」’o’，‘L8♪研’o’α箆4

　疏θC抄γ％5B！α■5”（5hα々θ5ρθαγθ5％7びθッ21．Cambri（lge　University　Press，1970），p，51、

17・この布告の揚面にっいて，Harley　Granville－Barkerは‘‘The　proclamation一…◆helps

　settle　the　characters　in　Cyprus，The　chances　and　excitements　of　the　arrival　are　over．

　Othello　is　in　command；but　the　war　is　over　too，and　he　only　needs　bid　the　people

　rejoice　at　peace翫nd　his　hapPy　marriage……lt“neutralizes”the　action　for　a　moment

　　　一，susPendsitsinte「estw量thoutbτeakingitscontinuity、”と言う。Cf。HarleyGranville－

　Bε球ker，P74α065’05hα々85ρβαγβ4、0’hθ〃o，p、19，

18。例えば，“D85鹿甥oπαdropt　the　Han（lkerchief，and　missed　it　that　very（iay　after　her

　Marriage；……”とThQmas　Rymerは言う。Cf・Thomas　Rymer2“1《5加7’V∫8ωげ丁雁一

8吻”（John　Wain（ed・）Cα5θδoo冷58漉5，The　Macmillan　Press　Ltdり1977），p・45・

19・拙稿rシェイクスピァの脇役」（r一橋論叢』第75巻第4号，1976年4月，pp，116－120）

　で結論的に考察した。

20．O．E．D。，s，v．honest，a，3．a．b．c．例えぱ，William　Empson，『‘Honest　in　O伽JJo”

　（John　wain（ed。）cα5θδoo々sθ吻3，The　Macmillan　Press　Ltd．，1977），PP・98－112参

　照。“honest（y）”の多義性に言及しているが，筆者の関心は，オセ・一と両者の関係が同

　一単語で規定されているところにある。

21・Iago－Othello－Desdemonaの関係の図式が，この劇の中で極めて主要な意味を持つという

　ことは，G，E，Bentleyの指摘にもある通り，又，末尾の図表で確認できる通り，この三者

　に劇のアクションが集中し，IL　iiを除いて全揚面にこの三者のうち誰かが登場することか

　らも窺える。Cf．G．E．Bentley（ed．）、0’hθJJo（ThθPθ伽㈱Shα々θ5ρ8αγ8，PenguinBooks，

　1970），p・15・Othello－Desdemonaの相互的愛情の意味については例えぱ，Derick　R　C・

　Marsh，Pα53づoπLθ搾45Thθ吻Poωβ劉一！1ε臨砂げ5hα々6sρθα膨θ’εJo％♂搬8θ漉θs（Manchester

　Unive「sity　P「ess，1976），P・98を参照。

22。例えばLilyB，Campbel1，5加たβ5ρβα78－5Tγα8ゴo　Hθγoθ5－5伽85q／Pα55∫oπ（Bames＆

　Noble，Inc．，1961）中の“0’hθJJoJヨT■α8β4yφ／8αJo麗5y”で，Cambe11は“jealousy”の

　語義的分析を綿密に行っているが，このオセ・一の性格について，“Othello　is，in　one　sense

　of　the　word，by　far　the　most　romantic　figure　among　ShakespearePs　heroes；・・一”と

　Bradleyは述べている。Cf・A・C・Bmdley，Shσ々θ5ρθα〆θ側丁γα8躍y（Macmman’1968）’PO

　152，

　　〔付記〕本稿は，昭和57年5月に，福岡大学で開催された日本英文学会第54回大会で行っ

　　　　　　　た筆者の研究発表革案『オセ・一の悲劇　　主典拠との比較において　　』を書き

　　　　　　　改めたものである。


